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接関係があると思われる主な結果を，次に示す。   
まず，調査した留学生のおよそ60％が日本語補講コースに出席していると答えたが，  
出席していない学生のほとんどは，専門の勉強が忙しいためと答えている。一方，出席  
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していない学生で日本語が必要ないと答えた学生は約6％に過ぎず，これはクラス以外  























（3）ゲーム的なものではなく，学習的な内容であること。   
これら3つの項目は留学生の視点からの理念であるが，一方，実際にCAI教材を作成  
し，使用する教師側の視点から見ると，次のような点が重要になってくる。   
まず，語学学習の中でも，教師と学生との間のやり取りが大事な会話の練習や作文2）  
よりは，学生の個人的な学習が必ず必要となる「文法」や「読解」の方がCAI教材に向  
いている，ということである。   
また，後にも詳しく述べるが，それらの教材を作成する際に，あまり大がかりなオー  
サリングソフトを使用すると，プログラミングの知識がない日本語教師には扱えないも  
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のになってしまったり，学生にCAI教材を実際に使わせる際に，場所やコンピュータの  
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2）一3「どうしかつようメニュー」から各活用練習を始める   
活用のボタンをクリックするとっ 各活用練習スタックに進み，動詞の活用練習のカー  
ドが表示される（図1の4枚目のカード参照）。一番上のフィールドの左に現われている  
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2．「動詞活用ソフト」の特徴   
2－1全体構成の特徴  
このソフトは，メニュースタック，文法解説スタック，使用説明書スタックの3   
つの共通スタックと各活用形の練習カードのスタックで構成されている。全体構成   
を機能単位毎にモジュール化することで，誤操作を防ぎ，入力や修正の分業化簡   
素化を計った。  
練習カードは，各活用形毎に50～60枚の動詞カードからなり，各カードのフィー   
ルドに正答や英訳が入力してある。ランダムに次のカードに進むこと，回答の正誤   
判断，得点の加算などほすべて，各練習カードのボタンとカード情報に組み込まれ   
ている。したがって，カードの後からの追加や削除も容易で，融通性に富んだ構成  
になっている。  
全体の流れをわかりやすくすることを常に念頭に置き，スタックの分け方や各カー   
ドの順序などの構成と，カードからカードへの動きやすさを左右するボタンの配置   
とデザインなども詳細に検討し，無駄のない全体構成，見やすいカードデザインに   
なるように努めた。  
2－2 カードデザイン   
将来CAI教材が増えることを想定して，これから作る番教材に行くボタンを備   
えた「金沢大学留学生センターCAI教材」のホームカードを用意した。音数材の   
カードのバックグラウンドは，教材の種類毎にデザインを統一することにしたので，   
動詞の活用練習はメニューカードと練習カードのバックグラウンドを共通にして，   
統一感を出した。文法解説スタックや使用説明書スタックは異なるバックグラウン  
ドにして，種類の異なるスタックであることが一目でわかるように配慮した。   
各カードのデザインコンセプトは，1）人を惹き付ける楽しいデザイン，2）日  
















2－3 スクリプトの特徴  
動詞活用練習ソフトの全てのモジュールを統括しているのは共通スタックのメ   
ニュースタックである。  
メニュースタックは，表紙，メニューカード（活用形一覧），得点，終了の順に並   
んだカードで構成されている。メニューカードがすべてのスタックと行き来する   
キーボードとして機能し，全活用形の練習スタックのボタンと文法解説スタック   
の「せつめい」ボタン，使用説明書スタックの「つかいかた」ボタンが菜まって   
いて，ここからすべてのスタックに行くことができる。  
動詞活用ソフトでは，ドリル練習としての基本的な条件として，1）練習する動   
詞をランダムに重複することなく提出すること，2）10問で自動的に終了すること，   
3）正答数を自動的に表示すること，4）答え合わせをせずに先に進んだり，正答   
を見てから答え合わせをすることを防ぐことの4点が不可欠な条件と考えた。  
各練習カードには，学習者の書いた回答を調べる「check」ボタンと，スタック   
の中からランダムに運んだ次のカードに進む「矢印」ボタンが配置されている。  
「check」ボタンには，回答の正誤によって音を鳴らしたり，正答のフィールドを現   
わしたり，問題数や得点を加算したりするスクリプトが組み込まれている。（図4）   
正答フィールドを「check」ボタンを押した後に現れるようにすることで，カンニ   
ングを防止した。「矢印」ボタンには，ランダム係数によって何校か先のカードへ  
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進んだり，「Check」ボタンを押さずに先へ進むことを防いだり，10間の問題を終  
えると得点力ードへ進むスクリプトが組み込まれている。 （図5）IF文とREPEAT  
文だけの基本的なスクリプトで，ドリル練習としての基本的な条件は確保すること  
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1）金沢大学日本語補講コースは，今年度から，これまでの補講コースの受講対象者に加え，新たに短期留学   
プログラム生が加わったことにより，日本語総合コースと名称が変更され，クラス編成や内容の一部も変  
わった。  
2）作文を書くことそのものは，学習者の個人的な作業であるが，書いたものについては、教師が目を通して   
添削するなど，何らかの指導が必要になってくる。  
3）HyperCardは，Macintosh用のマルチメディアソフトで，カード型のデータベース機能を持つソフトであ   
る。最も大きい特徴は，一般のユーザーでも簡単にプログラミングができ，自分自身でスタックを作るこ  
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とができることである。  
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図3 文法解説のカードへ  
ー93－   
金沢大学留学生センター紀要 第2号  
「checkボタン」のスクリプト  
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